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体重変化と冠危険因子の関連

―中年男性の6年間の健診データ成績から―
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目的　近年，欧米の大規模コホート研究などから，減量を含む体重変化が心血管系疾患罹患率や

死亡率を上昇させると報告されている。そのため，過体重者や肥満者であっても，減量する

より現状の体重の維持が健康管理上望ましいという意見がある。

　そこで，本研究では日本人男性を対象とし，経時的体重の変化指標と冠危険因子の関連に

ついて検討し，冠危険因子の変化と関連の大きい体重変化指標を明らかにすることを目的と

した。

方法　平成2年から平成7年までの6年間の体重ならびに定期健診検査値がすべて追跡できた都

内事務系職男性310人（平成2年時35-60歳）のうち，高血圧，高脂血症，糖尿病，高尿酸血

症，肝炎にて治療中の68人を除外した242人（平均45±6歳）を分析対象とした。冠危険因

子は，収縮期血圧（SBP），拡張期血圧（DBP），総コレステロール（TC），HDLコレステ

ロール（HDL-C），LDL-C，中性脂肪（TG），血糖値（FPG）とした。

　体重の個人内変化指標として，6年間の各時点のBody Mass Index（BMI）を用い，(1)期間

内体重水準として6時点の平均値（BMImean），(2)変化方向とその大きさとして6時点

BMIの単回帰分析による回帰直線の傾き（BMIslope），(3)変動の大きさとして回帰直線から

のばらつきの指標であるRMSE（Root Mean Square Error: BMIRMSE）を用いた。各冠危

険因子の個人内変化指標としては上記同様slopeを計算した。

成績　平成2年から6年経過した平成7年時，対象のBMI，DBP，FPGが有意に上昇し，TCは

有意に低下した。体重変化指標のうち，BMIslopeは年齢やBMImeanと有意な相関関係が

あった。しかし，BMIslopeとBMIRMSEの間には有意な関連はなかった。冠危険因子変化

傾斜（slope）との単相関では，BMIslopeとの関連が強かった。BMIRMSEと関連のある冠

危険因子傾斜はなかった。年齢，喫煙状況，平成2年時各冠危険因子値の影響を調整した結

果では，SBP，FPGを除いた冠危険因子の変化傾斜（slope）と，体重変化（BMIslope）と

が有意に関連していた。

結論　6年間の体重の変化は，年齢よりも冠危険因子の変化と有意に関連することが明らかとな

り，冠危険因子の変化と関連の大きい体重変化指標は，BMIslopeであった。
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